
日野市はSDGs未来都市に選定されました。

日野市 ＫＤＤＩ株式会社

令和元年（２０１９年）８月１日

社会課題解決型モデル事業の
共創に関する連携協定締結式



「できますよ」と言いやすくなる
地域を実現します。

私たちがめざすもの

世界に先駆け、急速な少子高齢化が進む日本。
人口増加が続く日野市でも高齢化は進んでおり、近い将来の人口減少は避けられません。

しかし、それは暗い話ばかりなのでしょうか？
その先には、多様性に富む地域が実現している未来もあるのではないでしょうか？

＊＊

「高齢者は…。」「子育て世代は…。」「若者だから…。」
これまで私たちは「誰か」を「層」として捉えてサービスを一方向的に提供してきました。

しかし、今以上に個人のニーズが多様化する次世代社会では、
多様な声にさまざまな人がアクセスしやすくなる地域を実現する必要があります。

思っているけれど、誰かには言いづらい「こんなことやりたいんだけど…。」という声
そして、それを後押しする「できますよ。」というやり取り。
そんな会話が生まれやすくなる地域をめざして、

「個人」を中心とした新たなつながりを生むしくみづくりに取り組んでいきます。



連携事業の概要

【連携内容】
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連携項目１ シェアリングエコノミーの推進に関すること

地域課題解決のために、シェアリングエコノミーを推進していく中で、KDDIのスキルシェア
サービス「トクイのカケハシ」を活用しながら、スキルシェアサービスの実証実験を行います。
連携項目２ 地域活性化に関すること

実験や事業実施にあたっては、地域の現状や課題を踏まえながら事業と行うとともに、リビン
グラボなどを活用しながら地域の中でさまざまな「コト起こし」を支援します。

【連携事業（実証事業）】

NPO法人
市民サポートセンター日野

＜利用・活用＞

KDDI

リビングラボ

市民 企業 NPO etc

＜市民が利用者にも＞

＜提供者にもなる＞

市民の困ったを、
スキルシェアで解決するしくみ

・保育園の送迎
・今から散歩したい

・送迎手伝います
・場所空いてます

＜参加＞

＜互助のすそ野の拡大にむけた連携・検証＞

＜実施＞

日野市

共
同

運
営

ファミリー・サポート・
センター事業

＜運営＞
＜周知＞

＜運営＞

＜参加＞

セルフケア
マネジメント
の向上

＜連動＞

→ 2019年8月1日から2019年12月（予定）まで

全体調整、

市民等への周知、

リビングラボの実施

機能実装、

サービス運営、

利用分析

相互支援事業等の

活動による協力・連携



提供プラットフォームについて（概要）
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KDDI株式会社「トクイノカケハシ」

※KDDIさま提供資料



提供プラットフォームについて（企画背景）
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※KDDIさま提供資料



事業の特徴①リビングラボ
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市民対話型ワークショップ
｢リビングラボ｣との連携

地域には「できること」や「使える場所」がある
のに、それらが本当に欲しい人と出会えていない。

➡「シェアリングエコノミー」の事業提案に



事業の特徴②「既存の地域互助事業との連携」
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地域に根差すNPOとの連携

ユーザーが感じる大きな課題「安心感」。
日本では受け入れられにくいシェアリングが
「地域に根差して安心して使い続けられるサービ

スになるためには？」を協働で検証。



これまでの参加者の感想
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【相互援助活動会員】

登録が難しいと思っていたが、意外と簡単だった。改めて自
分の活動を伝えようとしたが自己PRを考えるのが難しい。

【相互援助活動会員】

今までの方が慣れているし、安心感はある。やり方や使い
方のイメージがわけば違ってくるかもしれない。

【リビングラボ参加者】

色々なきっかけと結びついていくとよい。子どもと一緒のイベ
ントの募集など、身近で気軽な使い方ができれば。



連携事業のスケジュールイメージ
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9

テーマ ①相互援助事業などとの連携 ②市民ニーズに基づく利用の検証

概要
地域の互助事業との連携性を検証
安心感＝クローズドなエリアを設定

市民・企業・団体が実際に
プラットフォームを使う中でのニーズを検証

イメージ

参加者
・NPO法人の利用者
・リビングラボ参加者

①の参加者を含む市民

時期
（想定）

2019年6月〜12月末（予定） 2019年8月1日〜12月末（予定）

場所 主に豊田駅周辺 市全域に拡大

「互助」をテーマに、シェアリングエコノミーの「使い方」を検証します。

運営・提供

市民

日野市

利用・登録

周知・利用の
呼びかけ

ＫＤＤＩ

連携

NPO

ＫＤＤＩ

運営・提供

活動で利用

リビングラボ
参加者

お試し利用

改善点・意見を
作り手に伝える

会員

日野市

登録会

リビングラボ

企業・団体



【ご参考】シェアリングエコノミーについて
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シェアリングエコノミーとは

個人等が保有する活用可能な遊休資産等

➥資産（空間、モノ等）

➥能力（スキル、知識等）

を他の個人等も利用可能とする経済活動

貸借・売買・利用

提供者 利用者
プラットフォーム提供企業


